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令和７年度 各種奨学金募集要項（学部） 
 

各種奨学⾦は、優秀でありながら経済的に困難を抱える学⽣を⽀援することを⽬的として、⺠間の奨学団体
や地⽅⾃治体等によって実施されている奨学⾦制度の総称です。①4 ⽉に⼀括募集をする奨学⾦、②⼤学を経
由して申請する奨学⾦、③直接応募する奨学⾦ があります。①の 4 ⽉に⼀括募集をする奨学⾦の希望者は、
出願要件を確認し、期⽇までに希望調査書および必要書類を提出してください。 
 

■■各種奨学金（学内選考を行うもの）■■ 

 

1.出願資格 
奨学⽣は学業に専念することはもちろんですが、その他にも奨学⽣としての下記の例の様な義務が伴います。
奨学⽣として採⽤されると、在学中のみならず卒業後も奨学団体との関係は続きます。積極的に義務を果たす
ことができるか熟考したうえで出願してください。 
〈例〉○ 奨学団体に定期的に近況報告を提出する ○ 奨学団体の刊⾏物の編集・校正業務に参加する 
   ○ 奨学団体の主催する⾏事(研修会・歓送迎会等)に必ず参加する  ※内容は奨学団体により異なります。 
※留年、休学している⽅や留学⽣の⽅は申請できない場合があります。 

 

2.成績基準 
（新⼊⽣）⾼校の評定平均が４.０以上であること 
（在学⽣）累積ＧＰＡが３.０以上で、最短修業年限での卒業が可能なこと 

 

3.提出書類 
・令和７年度 各種奨学⾦希望調査書 
・令和７年度 各種奨学⾦志望理由書 
・⽇本学⽣⽀援機構奨学⾦の予約採⽤候補者決定通知のコピー（新⼊⽣の該当者のみ） 

 ・令和６年分の所得を証明する書類のコピー ※マイナンバーの記載のない証明書を提出すること 

所得の証明書は⽣計維持書のそれぞれ（原則、⽗⺟の両⽅）について、下記該当書類のコピーを提出してください。 
 

給与収⼊のみの場合 ・令和６年分の源泉徴収票 
・年収⾒込み証明書(令和６年１⽉２⽇以降、就転職あり) 

⾃営業、商⼯農林業所得者等、確定
申告をした場合 

・(令和 7 年２⽉〜３⽉に申告した)確定申告書【第⼀表および第⼆表】
(電⼦申告をした場合は、申告書とともに受付結果または、即⽇通知) 
・(令和 7 年２⽉〜３⽉に申告した)市⺠税・府⺠税申告書 

令和６年１⽉１⽇以降、申し込み時
点で収⼊が無い(専業主婦・夫 等) 所得（課税）証明書または、⾮課税証明書(市町村発⾏のもの) 

その他 「特別徴収税額の通知書」、「納税証明書」 

   ※必要に応じて他の証明書の提出を追加でお願いすることがあります。 
 

4.提出期限 
令和７年４⽉１５⽇（⽕）厳守 

 ※提出期限は厳守してください。期⽇までに不備なく提出できない場合は受け付けられません。 
5.その他 
・選考結果など、今後の連絡は⼤学のポータルシステムによりご連絡致します。必ずポータルのメール通知設定で、す

ぐに確認できるメールアドレスを登録しておいてください。 
・各団体によって申請条件があります。条件によって申請できないものもありますので、各⾃で必ず確認をしてくださ

い。 
・「各種奨学⾦希望調査書」は全て本⼈が⿊のボールペンを使⽤し記⼊してください。 
・「各種奨学⾦希望調査書」は各種奨学⾦⼀覧（P3 上の⼀覧）に記載されている奨学⾦を希望する⽅のみ提出してくだ

さい。 
・学業、⼈物、健康、経済状況に基づいて選考します。 
・すでに各種奨学⾦⼀覧（P3）に記載されている団体の奨学⾦を受給している学⽣については申請できません。 

※⽇本学⽣⽀援機構奨学⾦との併⽤は可能ですが、希望する奨学⾦によっては併⽤できないものもあります。 

①一括募集の奨学金（希望調査、学内選考を行う奨学金） 
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奨学生採用までの流れ （①一括募集の奨学金） 

 
 

 

提出期限 令和７年 4 ⽉ 1５⽇（⽕）必着 
        各種奨学⾦希望調査書と所得を証明する書類のコピー等を添付し不備なく提出する。 

※再提出を含め上記期限までに提出する。 
 

 

 

 

令和７年４〜６⽉頃 
        申請者の中から、⼤学で皆さんが希望した奨学団体への推薦者を選考します。 

選考後、⼤学からの推薦を受けることができた申請者（学⽣本⼈）に連絡 
しますので、学⽣⽣活課に本申請の書類を取りに来てください。 

    ※選考結果はポータルシステムにて連絡します。 
 
 
 

 

  

令和７年４⽉〜６⽉頃 
各奨学団体の願書を学⽣⽣活課に 

決められた期⽇までに不備なく提出してください。 
 
 
 

 

令和７年４⽉〜６⽉頃 
⼤学から各奨学団体へ推薦書・願書を提出 

 

 

 
 

  令和７年５⽉〜８⽉頃 
各奨学団体にて選考 

 

 

 

 

令和７年５〜８⽉頃 
各奨学団体より選考結果通知。各奨学団体から直接、 

または⼤学を通じて選考結果が通知されます。  

各種奨学金希望調査書の提出 

学内選考 

大学から奨学団体へ推薦 

各奨学団体にて選考 

各奨学団体より選考結果通知 

（各奨学団体の）願書を大学へ提出 
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■⼀括募集の奨学⾦⼀覧 
 

 ⼀括募集の奨学⾦は下表の通りです。令和７年度の募集の有無や内容については変更される場合があります。 
※申請を希望される場合は、まず「各種奨学⾦希望調査書」、「各種奨学⾦志望理由書」、「世帯所得を証明

する書類のコピー」を期⽇までに学⽣⽣活課窓⼝に提出してください。 
※募集⼈数は、いずれの奨学⾦においても若⼲名となります。 
※奨学⾦によっては⽇本学⽣⽀援機構の給付奨学⾦受給状況で制限のある場合があります。 
※応募者が多い場合は、「⼤学経由で申請の奨学⾦」を含め調整を⾏うことがあります。 
 

奨学⾦機関 種類 奨学⾦額 採⽤数 出願資格 

⼩野奨学会 給付 60,000 円／⽉ 学内で数名 

学業、⼈物共に優秀で、かつ健康でありながら、経済的理由により修学が
困難な学⽣。 
家計基準：家族数によって、合計所得⾦額の総合計の基準あり。 
（例：３⼈世帯 450 万以下、４⼈世帯 510 万以下など。） 
⾼等等教育の修学⽀援新制度等公的⽀援において、年間⽀援額が⼤学授業料等費⽤
以上の場合は対象外（⽀援区分、学科・学年などにより対象外となることがありま
す。） 
※１〜３年⽣対象 

富本奨学会 給付 40,000 円／⽉ 
⼤阪府下で

65 名 
学内で数名 

学業、⼈物共に優秀で、向学⼼を有する者で、学資の援助が必要であると
認められる者。 
※１年⽣対象 

奥村奨学会 給付 30,000 円／⽉ 
⼤阪府下で

14 名 
学内で数名 

学術優秀・品⾏⽅正でありながら経済的理由により修学が困難と認めら
れる者。 

 

 
 
 
 
 
 

 
⼤学を経由して応募する奨学⾦です。⼤学に案内があればその都度、学⽣⽣活課前の専⽤掲⽰板、web ページで
お知らせします。下表は 3 ⽉ 25 ⽇時点案内分の⼀部および令和６年度募集実績の例です。 
 

奨学⾦機関 種類 奨学⾦額 採⽤数 出願資格 

G-7 奨学財団 給付 
上限 120 万円/

年 
（⼀年間） 

近畿内で 
10 名 

学業優秀かつ学修意欲があり、将来社会的に有益な活動を⽬指す者であ
って、学資の援助をすることが必要であると認められること。⽇本国籍を
有していること。１年⽣は⾼校３年間の平均評定値が 4.0 以上、２年以上
は直近１年間の GPA が 3.1 以上。家計基準あり。他の奨学⾦制度との併
願、併⽤は可だが⽀給額を調整することありがあります。標準修業年限を
上限に継続申請可。 R7 の申請期限 4/10 

和佐⾒丸和財団 給付 50,000 円／⽉ ⼤学で 5
名 

物流、流通経済、ロジスティクス、サプライチェーン及びこれらに関連
する専⾨分野に興味を持ち、⼤学において同分野を学んでいること⼜は
今後学ぶ意思があること。指導教員の推薦が受けられる者。 
応募者が5名を超えた場合は学内選考あり 
※2 年⽣対象  R7 の申請期限 5/15 

レントオール奨
学財団 

 

給付 30,000 円／⽉ 
関⻄で
10 名程

度 

建設⼜は建設機械の関連分野（⼟⽊、建築、環境、都市、地域、機械、
資材、デザイン、居住環境、森林等）を修学中の者。学費の⽀弁が困難
な者。 
（R6募集実績の⼀例） 

⽶濵・リンガー
ハット財団 

 

給付 20,000 円／⽉ 10〜20
名程度 

⿃取県・⻑崎県の⾼等学校等を卒業している者。前年度までの成績
（GPA）が3.00以上の者。家計収⼊の上限の⽬安は、給与収⼊600万円
未満、給与収⼊以外340万未満（家庭の事情等考慮あり） 
※2年⽣以上対象 （R6募集実績の⼀例） 

 

②大学を経由して申請する奨学金 



4 

 
 
 

■■各種奨学金（学内選考が不要なもの）■■ 

⼤学を経由せずに学⽣本⼈が直接、各奨学団体や地⽅⾃治体に応募する奨学⾦です。⼤学に案内があればそ
の都度、学⽣⽣活課前の専⽤掲⽰板、web ページでお知らせします。 

⼤学に案内のない奨学⾦もありますので、直接、地⽅⾃治体や財団等にお問い合わせください。 
下表は 3 ⽉ 19 ⽇時点案内分の⼀部および令和６年度募集実績の例です。  

奨学⾦機関 種類 奨学⾦額 採⽤数 出願資格 

ナガワひまわり 給付 30,000 円／⽉ 80 名程
度 

原則、前年度までの成績（GPA）が 3.00 以上の者。収⼊要件は、
収⼊の種類、事情等考慮するが、給与収⼊の場合、世帯後継 800 万
未満が⽬安 ※2 年⽣以上対象 R7 の申請期限 5/10 

T.O 環境財団 給付 50,000 円／⽉ 
各学年
10〜15
名程度 

地球環境保全、廃棄物リサイクル等に関連する教育過程を選択して
いる学⽣であること。学業が優れ、品⾏が正しく、かつ、健康であ
る者。※3〜４年⽣対象 R7 の申請期限 4/15 

⼾部眞紀財団 給付 60,000 円/⽉ 
全国で 
55 名程

度 

経営学、スポーツ科学、体育学、デザイン学のいずれかの分野を
修学する、学業・⼈物ともに優秀なもの 
※3〜４年⽣対象 R7 の申請期限 web5/8 および郵送 5/12 必着 

KAWAJIRI 
FOUNDATION 
川尻育英奨学⾦ 

給付 480,000/年 全国で 
10 名 

経済学、経営学部および商学部、並びにこれらに類する学部に在籍
する３年⽣であること 
※3 年⽣対象  R7 の申請期限 5/31 必着 

岡本教育財団 給付 480,000/年 全国で 
10 名 

経済学、経営学部および商学部、並びにこれらに類するもの。ＧＰ
Ａが 3.0 以上が⽬安。学費の援助が必要であると認められる者（家
計基準あり）※3 年⽣対象  R7 の申請期限 5/31 必着 

原・フルタイム
システム科学技

術振興財団 
給付 40,000 円／⽉ 15 名程

度 
⼯学系学部に学ぶ者であること。学部３年⽣。募集年度 4/1 時点

で 30 歳以下。経済的な理由により学費の⽀弁が困難であること。 
（R6 募集実績の⼀例） 

あしなが育英会 貸与 
40,000 円/⽉ 

もしくは 
50,000 円/⽉ 

全国で
200 名程

度 

保護者等が病気・災害（交通事故除く）・⾃死等で死亡あるいは後
遺障害を負っており、経済的な援助を必要としている者 
（R6 募集実績の⼀例） 

交通遺児育英会 貸与 
４万（内 2 万円給付）/⽉ 
５万（内 2 万円給付）/⽉ 
６万（内 2 万円給付）/⽉

別途⼊学⼀時⾦貸与有 

全国で 
300 名 

・保護者等が交通事故（踏切・⾃転⾞での事故を含む）で死亡ある
いは後遺障害 

・家計基準（例：３⼈世帯）給与所得者：940 万円、給与以外の所
得者：520 万円（家族数によって基準有り）（R6 募集実績の⼀例）    

 
 
⺠間企業等が設⽴する財団や都道府県、地⽅⾃治体等の奨学⾦制度は、各々募集時期、給付や貸与の種別、 
⾦額などが異なります。⼤学に募集依頼があるものについては、その都度、Web ページおよび学⽣⽣活課 
前の専⽤掲⽰板に掲⽰します。 
[各種奨学⾦ページ] 

URL:  https://www.osaka-sandai.ac.jp/campuslife/student_life/scholarships.html 
     

     
◆担当窓⼝・受付時間◆ 
⼤阪産業⼤学 学⽣⽣活課 
電 話：072-875-3001（代表） 
メ ー ル：kakushu@cnt.osaka-sandai.ac.jp 
【窓⼝時間】 
平 ⽇ 9：00〜17：00 
⼟曜⽇ 9：00〜12：30 

※「各種奨学⾦希望調査書」は郵送での提出も可能です。 
郵送先：⼤阪産業⼤学 学⽣⽣活課 

〒574-8530 ⼤阪府⼤東市中垣内 3-1-1 
封書の表⾯に朱書きで「各種奨学⾦希望調査書在中」と
記⼊してください。 
郵送時は、レターパックなど記録の残る⽅法でお出しく
ださい。郵便紛失事故の責任は、⼤学は負いません。 

＜推薦書に⼤学の学⻑印などが必要な場合＞ 
〇推薦書に押印が必要な場合は原紙をお持ちください。なお、担当教員の所⾒などが必要な場合はご⾃⾝

で依頼し記⼊されたものを提出してください。 
〇募集要項の写しと申請書類⼀式を提出してください。 
〇書類の発⾏に⼀週間ほどかかりますので、余裕を持って申し出てください。（締切⽇間近の申し出はお

断りする場合があります。） 

③直接応募する奨学金 

 

 

 

 



※申請者本⼈が記⼊すること

学部 学科

受給なし・受給あり・申請予定（制度名：   )

 対象外 ・ 対象（制度名：    )

続柄 ⽒名 年齢

本⼈

⽗

⺟

※世帯所得を証明する書類（⽗⺟両⽅）のコピーを添付してください。
※⽇本学⽣⽀援機構の予約採⽤者で、決定通知がある場合はコピーを添付してください。

同・別

同・別

同・別

同・別

同・別

同・別

同・別 ⼩・中・⾼・⼤・院・その他    年

⼩・中・⾼・⼤・院・その他    年

申告しておきたい事項などあればご記⼊ください。

家族住所に
同居･別居

同・別

職業等

同・別
就
学
者
以
外

備考

 学⽣

⼩・中・⾼・⼤・院・その他    年

⽣
計
を
同
⼀
に
す
る
家
族

本
⼈
･
⽗
⺟

他の奨学⾦の受給状況

⼤学の特待制度

家族住所
（〒    ―      ）

学⽣住所
（〒    ―      ）

⼩・中・⾼・⼤・院・その他    年就
学
者

貸与
第⼀種奨学⾦ 申請予定なし・申請予定・予約採⽤・受給中・停⽌中 受給(予定)⽉額

第⼆種奨学⾦ 申請予定なし・申請予定・予約採⽤・受給中・停⽌中 受給(予定)⽉額

成績 [新⼊⽣]⾼校の評定平均： [在学⽣]累積GPA：        取得単位数：    単位

(⾼等教育の修学⽀援新制度、⽇本学⽣⽀援機構奨学⾦、その他制度の受給状況)

給付

希望奨学⾦ 第１希望 第２希望 第３希望

申請予
定なし

申請予
定

予約採
⽤

受
給
中

・ ・ ・ ・
停
⽌
中

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ理系・Ⅳ多⼦・区分なし多⼦・区分外
（申請予定の場合は、進学資⾦シミュレーターの結果を選択）

⾃宅通学 ・ ⾃宅外通学(下宿)

⽀援区分

⽒名
携帯電話番号

E-mail

提出⽇   年  ⽉  ⽇

令和７年度 各種奨学⾦ 希望調査書（学部）

学籍番号 学部・学科

ふりがな ⽣年⽉⽇       年    ⽉    ⽇

⾃宅外区分

同・別

同・別

同・別



令和７年度 各種奨学⾦ 志望理由書(学部)
※申請者本⼈が記⼊すること 学籍番号 ⽒名

●家庭の経済状況（保護者各々の状況についても記⼊すること。箇条書き不可・300字程度））

●⼤学で学びたい分野及び志（箇条書き不可・500字程度）

●⼤学で学んだことを卒業後どのように社会に還元するのか（箇条書き不可・300字程度）

提出⽇ 年 ⽉ ⽇
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